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１．目的  

 コンクリート構造物の塩害劣化予測解析を正確に行うためには，その境界条件となる構造物表面での劣化促進物

質(飛来塩分)の分布を把握しておくことが重要である．本研究では，沿岸に設置されたコンクリート構造物の各部

位表面の塩分量を定量化するために，海岸近傍の環境作用を再現した模型実験を実施した．さらに，構造物表面の

水分や塩分量の分布に影響を及ぼす構造物表面への降雨の作用について予測解析を行った． 

２．実験方法 

 実験施設は，長岡技術科学大学に設置されている図-1 のような長さ 9m，幅 2m(計測用通路 0.9m)，高さ 2.0m の

風洞施設である．この施設は，風および飛来塩分粒子，降雨を同時に作用できる施設であり，風洞内部を風が循環

する仕組みになっている．施設内には，図のように風を発生させるための送風機，風の整流板，飛来塩分を発生さ

せる装置 2 機が設置さている．飛来塩分の発生装置は，加圧式の噴霧ノズルであり，平均粒径 20～100μm 程度の塩

分飛沫粒子を噴霧できるものである． 

 実験模型は，図-2 のような長さ 1000mm，高さ 240mm の 2 種類の形状である．設置位置は，整流板(境界位置)

から 0.3m の位置であり，高さは模型底面が 0.94m となるように調整した．模型の材質は，中央部がコンクリート

製であり，両端部が発泡スチロール製である． 

 模型表面に到達した飛来塩分量の測定はガーゼ法で行った．受風口(縦 4cm×横 5cm)を設けたアクリル板と受風

口がないアクリル板(寸法：縦 5cm×横 7cm)の 2 枚を 1 組として，そこにガーゼを挟み込み，模型表面の図-2 の測

点位置に設置した．実験終了後は，ガーゼに到達した塩化物イオン量を塩化物イオンメータにより測定した． 

３．実験条件 

 実験は，整流板から 2.5m (模型から風上に 0.5m)の位置で，断面平均風速が 3.0m/s(模型周辺では 5.0m/s)，飛来塩

分粒子の粒径は平均 100μm の条件で実施した．この粒径は，海岸近傍における環境作用を実験室内で再現するため

に，海岸近傍に設置された橋梁周辺で観測された飛来塩分粒子の粒径分布 1)を参考に設定した．発生させた飛来塩

分粒子の塩分濃度は 3%であり，実験模型への飛来塩分の作用時間は 60 分である． 
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４．実験結果および考察  

(1)構造物表面における飛来塩分の到達量の分布 

 模型表面の飛来塩分の到達量の実験結果を図-3 および図

-4 に示す．図より，到達塩分量は，模型形状に応じて変化

しているとともに，各部位表面で大きく差があることがわ

かる．塩分量は，大部分が 6mdd 以下となっているが，風上

側の表面である測点 No.1～4 では塩分量が 3～5 倍程度にな

っている．実際の構造物では，測点 No.1～4 のような外側

に面している部位では，降雨が直接作用することで，表面

に到達した塩分粒子の一部が洗い流されることが報告され

ている．模型表面の到達塩分量を定量化するためには，降

雨が作用する部位を特定しておくことが重要である． 

そのため，数値シミュレーションを用いて降雨が作用す

る部位について検討を行った．数値モデルは，既往研究 1)

の飛沫粒子モデルを参考に，風と降雨粒子を統合したモデ

ルを構築した．設定した計算条件は，降雨粒子の粒径を直

径 1mm，風速を 3m/s(実験時)と 8m/s(強風時を想定)とした．

図-5 は，降雨粒子の各部位表面への作用を示した計算結果

である．図の上段が風速 3m/s 時の計算結果であり，測点

No.1 および No.2 の表面周辺で降雨が作用していることが

わかる．下段の風速 8m/s 時では，測定 No.4 の付近も降雨

が作用しており，到達塩分量が大きい測点 No.1，2，4 で降

雨の洗い流し作用が生じる可能性があることがわかった． 

(2)到達塩分量への構造物形状の影響 

図-6 は，降雨が作用しない部位表面において，Case1 と

Case2 の到達塩分量を比較した結果である．図より，2 つの

形状で底面の到達塩分量は，両者で同程度の値となってい

ることがわかる．また，模型底面全体の到達塩分量は，風

下側のほうが大きくなる傾向であり，模型形状の影響は大

きく見られなかった． 

５．結論 

 本研究により，到達塩分量は構造物の各部位で差があり，

到達塩分量の大きい部位表面では降雨による洗い流し作用

が生じる可能性があること，本検討の模型形状の違いでは

到達塩分量に大きな差は見られないことが示された． 
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図-3 模型表面の到達塩分量(Case1) 

図-4 模型表面の到達塩分量(Case2) 
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図-6 模型形状による到達塩分量の比較 
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